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Vま じ め に

　市 レ ベ ル で 景観色彩 の 特性 を調べ るに あた っ て

は通常 、 地勢、歴史、気候、風土 、 現況に つ い て

調査、分析 を行い 、三属性 や トー
ンに よ り色の 傾

向 を示 す方法が考え られ るが 、こ こ で は 「都 市景

観賞とい う形で 行政 （有識者）が認 めた、その 都

市の 景観形成 に 寄与 して い る建築物等」 を手がか

りに都市の 景観色彩の 全体像を読み取 る とい う方

法 を試 み た。

　今回対象 と した福岡市で は 、
1987 年か ら都市景

観賞を制定 し、第 1 回か ら第 14 回 まで に 101 点 を

表彰 して い る。

調 査 の 概 要

  まず 、全 受賞作品 101点 の予備調査 と して 、 福

岡 市提供 の 資 料を もと に全 作品 を把握。  次 に

101 点全て を調査する こ とは不可 能 なため 、 調査

対 象作 品を選定 。 選定基準は 「影響度 ・知名度 ・

時代性の 高い もの 」 で
、 次の 13 点 を選出 した 。

● 表 1　 色 彩 の 配 慮 点 と 導か れ る類型

シーホークホテル＆リゾ
ー
ト、　ホテル　イル。パ ラッツォ、　ネクサスワールド　オス

カ
ー・トゥスケ棟、世界 の 建築家通 り、 キャナルシティ博多、福

岡銀行本店 、 天神 MM ビル〈イムズ ）、西 日本渡辺 ピ ル

（大 丸）、アクuX 福 岡、キースヘ ルグ彫刻 （無題）、ダイヤモン

ドビルの モニ ュ ル ト、 彫 刻 「向波容」、博 多港 引揚記 念

碑 「那 の 津往還 」

  13 点に つ い て現地調査 を行 い
、 測色、周辺 の 状

況 、 視点場 か らの 距離 と見え方等 を調 べ た 。   色

彩の 配慮点、景観 との 関わ り方 を整理 して類型化

を行 っ た （基本類型）。   基本類型 の 正 当性 を確認

する ため、101 点全 て の 作品に つ い て も類型 化 し、

そ の 結果 、 多くは 基本類型 に該当する こ とが 確認

された 。 類型 に 該 当 しない もの は 、その 他類 型 と

して 設定 （表 1）。  基本類型及びその 他類型 か ら

福岡市の 景観色彩の 全体像 を考察 した 。

●表 2　基本類型及びその 他類型 と該 当作品数

※ 3 禽
は 1点を示す。

他 に 、色 と して分 類 で きな い 作 品 （活動 な ど） 18 点

対象物 の 特徴、色彩 の 配慮 点 使 用 色の 傾 向 類型

  高 さが ある、或い は面積 が大 きく、遠 ・
中
・
近 距離 か ら見 るこ とがで き、それ ぞ

れ の 距離 か ら見た色 彩に記 慮。
遠 ・中・

近 に 対応 した 色 相 と ト
ー

ン

の 使い 分 け。
  遠 ・中 ・近景
　配 慮型

  対象物 自体の 色彩の 主張性に 配慮。 補 色等、対 比 度が 高 く、存在感 の あ
る色の 組み合わせ。   主張型

 
対象 物の 中に 開 放 空 間 を設 け て 、演出 を行 うこ とを前提 と した もの で 、演 出の 背
景 となる建物等の 色彩に 配慮。 多 色、成い は 無彩色。   空 間活用 型

蕩
本
6
類

型

 
比較的大き な通 りに 面 し 、そ の 対象物 の 色彩に よ り、通 りの 印象が 深 ま る、或い

は活気 をもた らす、　　　　　　　　　とい う点に 配 鼠。
隣 接 す る建 物 等 の 色 彩 に対 し対 照
的。特殊 色。   通 り景観

  植物の 緑 を重要 な景観構 成奧 素 と して 扱っ て い る 点。 植物 を主役に 、他 の 色彩 を背景化。   緑活 用型

景観の ア クセ ン トと なる街角 ア ー
トで、テ

ー
マ 性 に配 臥 象 黴　な　、高彩　　　（赤が多い 。） モ ニ ュメ ン ト空 間

形、ボ リ ュ
ーム 、色が ラ ン ドマ

ーク とな っ て い る もの で、色 が ラン ドマ
ー

ク とな
る場合は 、周辺 景観に対 する対照性 に配慮。 シ ン ボル 型

周辺 景 観に 溶 け込 ん で い る もの で ．色彩も 融合性 に 配 慮。 周辺 景観 に対 し、融和 色。 協調景 観
蠡
他
類
型

街 角 の 特微的 な建 物等。 ※ 1 ま ちの 添景

その 他 その 他 ※2
※ 1 色の 特徴 は言 及 で きず 　　巌2　そ の 他 ； 4類型 （表 2 参照）

［＝ ＝ ＝ ＝ ：＝ ：＝ ＝ ＝ ＝＝ コ 7・ 一
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●図 1 周 辺 景観 に 対す る色 の 影響度 ●図 2 使用色分布図
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結 　　論
・福 岡市で は概ね基本 6類型 （  遠 ・中 ・近景配

　慮方  主張型  空間活用型   通 り景観   緑 活

　用型   モニ・ メント空 間）に分類する こ とが で き た

　 俵 1）。
・類型 の 種類 の 多さ とそれ らの 多様な色使い （図

　2）は 、 福 岡市景 観色彩 の 全体像そ の もの を物

　語 る と言 える 。

・類型 ご との 色の 傾向 は、  「遠 ・中 ・近景配慮

　型亅 で は、遠 中近景で 明度に よ り分布が分か れ

　て い る 。   「主張型」 は 2 色配色を基本 とし、

　赤系 と緑 系の 対比色 とな っ て い る 。   「空間活

　用型 」 の 事例 か らは無彩色調 と、ほぼ全 色相に

　及ぶ 多色型 の 2 つ に分類 で きる。   「通 り景観」

　で は 、 通 常 の まちなみ に見 られ る建物の 色の 範

　囲 を 、 や や超 えた もの とな っ て い る 。

一
部 、 素

　材に特徴を持 たせ た もの もあ る。   「緑 活用型 亅

　で は 明度は植 物の 分布 エ リア に沿 い 、低彩度で

　ある 。   「モニ ュ メント空間亅 で は
一

般 に象徴色 と言

　われ る赤、黒、金 が用い られて い る （以上 図 2）。

  緑活 用型
アクロス福 岡

  モ ニ ュ メ ン ト空 間

←スへ i；ング 彫刻 （無題 ）

福 岡ダ イヤモンド ピ fUの モニュメント

彫刻 「向波容 」

博 多港 引揚記 念碑 「那の 津往 還」

・周辺 景観 へ の 色の 影響度 （図 1） を見 ると、類

型 の 布 置は 影響度 中 〜 大側 に偏 りをもち 、 又 、

色の 影響度 中 〜 大 に該当す る類型の 作品数 （表

2）が 多い こ とか ら も、色彩を積極的に活用 し

て い る状況 を窺い 知 る こ とが で きる 。

お わ り ｝こ

・こ の よ うな類型 に よる都市の 性格づ け 、 都市像

　が 示 すもの は、色彩計画におけ る前提条件 とし

　て 、設 計者が 熟知 してお きた い もの で あ る 。

・今後 同様に他都市を調査 、 分析 し、比較検討 し

　て い きた い
。

・こ の 研 究は本年 2 月 、 福岡市都市景観賞 15 周

　年記念 シ ン ポジ ウム に て 報告 した もの で 、今後

　の 都市景観賞の あ り方 を導 くこ とを 目的に 、歴

　代 受 賞作品 の 時経過再評価事 業の
一

環 と して

　行 っ た。研 究の 機会を与えて い ただい た福岡市

　都市景観室 に 心 よ り感謝致 します。

［＝ ＝ ：＝ ＝ ＝＝ ＝＝ ＝＝ コ 71 − 、 c ．


